
平成２７年６月定例教育委員会 会議次第 

              

開催日時：平成２７年６月３０日 （火）９時から 

会    場：臼杵庁舎 ３０１会議室 

 

１ 開  会 

 

２ 教育長報告 

 

３ 協議事項 

第３２号議案  臼杵市教科用図書選定委員会設置要綱の制定について 

第３３号議案  市指定文化財の指定について 

 

 

 

４ 学力向上について 

   ・臼杵市中学校授業力向上プロジェクト２０１５ 

 

 

５ 教育予算等について 

 

 

６ その他 

   ・耐震化のスケジュール及び幼稚園の今後について 

   ・歴史資料館の展示及び石仏災害復旧について 

   ・社会教育関連事業について 

・野津小児童の事故後の対応について 

    

７ 閉 会   

  

 

連絡事項 

（１）各課からの連絡等 

（２）平成２７年７月定例教育委員会の開催について 

平成２７年７月  日（   ）    時から 

 

 

 



平成２７年６月 

 

定例教育委員会議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

臼杵市教育委員会 

 



臼杵市教育委員会 
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第３２号議案 

 

臼杵市教科用図書選定委員会設置要綱の制定について 

 

 臼杵市教科用図書選定委員会設置要綱の制定について、臼杵市教育長に対する事務

委任規則（平成１７年教育委員会規則第６号）第１条第２号の規定に基づき議決を求

める。 

 

平成２７年 ６月３０日提出 

 

臼杵市教育委員会教育長  斎 藤 克 己 

 

臼杵市教科用図書選定委員会設置要綱 
    

 （趣旨） 
第１条 この要綱は、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３

８年法律第１８２号）第１３条第３項の規定に基づき、中学校の教科用図書の適正

かつ公正な採択を行うため、臼杵市教科用図書選定委員会の組織及び運営に関し、

必要な事項を定めるものとする。 
 （所掌事項） 
第２条 選定委員会は、教育委員会が行う中学校の教科用図書の採択に関し、必要な

事項について協議し、その結果を教育委員会に報告する。 
 （組織） 
第３条 選定委員会は、次に掲げる委員をもって組織し、教育委員会が委嘱し、又は

任命する。 
（1） 教育委員（うち１人は教育長とする。）       ２人 
（2） 校長代表                     １人 
（3） 保護者代表（臼杵市ＰＴＡ連合会代表）       １人 
（4） 教科用図書調査研究員代表             １人 
（5） 教育委員会事務局の職員              ２人 
 （任期） 
第４条 委員の任期は、前条の規定により委嘱又は任命された日からその日の属する

年度の 8 月 31 日までとする。 
２ 委員が欠けた場合は、速やかに補充するものとする。 
 （会長及び副会長） 
第５条 選定委員会に会長及び副会長を置き、委員の互選により選出する。 
２ 会長は、選定委員会の会務を総括する。 
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

---1---



（会議） 
第６条 選定委員会の会議は、必要に応じて会長がこれを招集する。 
２ 選定委員会の会議は、会長が議長となる。 
３ 選定委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決することがで

きない。 
４ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 
 （調査研究員） 
第７条 選定委員会に調査研究員を置く。 
２ 調査研究員は、学校の校長及び教員のうちから、教育委員会が任命する。 
３ 調査研究員は、種目ごとに中学校の教科用図書を調査研究し、選定委員会へ報告

する。 
４ 中学校の教科用図書の調査研究に当たっては、大分市教育委員会、由布市教育委

員会及び津久見市教育委員会と協力して行うことができる。 
 （庶務） 
第８条 選定委員会の庶務は、学校教育課において処理する。 
 （補則） 
第９条 この要綱に定めるもののほか、選定委員会の事務に関して必要な事項は、教

育委員会が別に定める。 
   附 則 
 （施行期日） 
１ この要綱は、平成２７年７月１日から施行する。 
 （この要綱の失効） 
２ この要綱は、平成２７年８月３１日限り、その効力を失う。 
(準備行為) 
３ この要綱を施行するために必要な準備行為は、この要綱の施行の日前において行

うことができる。 
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第３３号議案 

 

市指定文化財の指定について 

 

 

臼杵市指定文化財を指定することについて、臼杵市教育長に対する事務委任

規則（平成１７年教育委員会規則第６号）第１条第 12 号の規定に基づき議決を

求める。 

 

 

平成２７年６月３０日提出 

 

臼杵市教育委員会教育長  斎 藤 克 己 

 

 

市指定文化財の指定について 

 

 

  下記の文化財については、去る６月２３日に開催された平成２７年度第１

回臼杵市文化財調査委員会で諮問した結果、臼杵市指定文化財にするべきで

あるとの答申があったので、臼杵市文化財保護条例第４条の規定に基づき指

定する。 

 

 

記 

 

 

名   称 数量 住  所・ 所有者 種 類 

川登二孝女資料 
18 件 

267 点 
臼杵市野津町大字泊 1833 川野美智代 

有形文化財 
歴史資料 
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（指定理由） 

文化元年（1804）3 月、臼杵藩領の豊後国大野郡泊村（現在の臼杵市野津町大

字泊）に住んでいた（川野）初右衛門は、諸国巡礼の旅に出た。しかし、途中

病におかされ、水戸藩領の常陸国東蓮寺村（現在の茨城県常陸太田市東連地）

の青蓮寺に滞在し、療養を許された。川野家には長らく便りも出せなかったが、

当時の青蓮寺住職が善正寺（臼杵市）住職にそのことを伝えたため、善正寺檀

家であった川野家にそのことが伝わった。初右衛門の娘であるつゆ・ときは父

の状況を聞き、一刻も早く父を迎えに行きたいと考え、様々な困難を克服し、

文化 8 年（1811）6 月 2 日、泊村を出発した。途中より臼杵藩の支援を得ながら、

東蓮寺村に赴き、ついに悲願の対面を果たした。そして、翌年の春を待って、

泊村まで共に帰ってきた。 

  この事実は、江戸時代の当時にあって、臼杵藩、水戸藩は元より、江戸

などでも広く知られるようになり、当時の多くの人々に感動を与え、二孝女に

詩歌や絵画などを送り、称賛の意を示した。また、この逸話を記録した物語は、

多くの写本として流布し、臼杵藩政史料や水戸藩及びその藩士の家に伝わる資

料に伝来している。 

  現在、二孝女の子孫にあたる川野美智代家には、こうした当時の資料の

内、二孝女宛に送られた短冊、書状、絵画等が伝来している。また、明治 20 年

（1887）、二孝女顕彰の石碑（現在市立川登小学校内に所在）が建てられた件に

関連する資料も数多く残され、地元でもこの逸話が重視されてきた経緯が知ら

れる。 

これらの資料は、川登二孝女の逸話が事実であること、その逸話が江戸時代

の人々に深い感銘を与えたこと、さらに、近代に入り、野津・臼杵等でこの逸

話が受け継がれていたこと等を示す資料として、重要である。そのため、川野

美智代家に伝来する資料を一括で指定するべきであると考える。 
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平成２７年６月 

 

【定例教育委員会資料編】 
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川野美智代家資料目録（常陸太田市作成分に臼杵市が一部加筆修正） （　　　/　　　）

通番

「二孝女書
類」箱蓋裏
目録

表　　　題 年代 作　成（差出） 宛　所 形態
法量

（ﾀﾃ・ﾖｺ・
高さ）

数量 備考

72.0

36.5

19.0

4 36.7

962.6

3.1

3 32.6

924.7

6.3

2 37.7

219.8

3.6

※ 110.0

48.5

3.7

1 138.4

63.9

4.1

5 174.0

43.5

4.6

147.7

39.4

6 30.2

249.0

4.0

7

8

9

10

11

1

2

3

4

5

6

巻子

1

文章詩歌 文化8年10
月

（臼杵藩士3名）

（孝女追悼和歌短冊） 近代 一括

42

短冊、書状など。

孝女都由登岐之碑（碑文複写）

掛軸

1

印刷物
（まくり） 1

状3通（①水戸斉修公ﾖﾘ御下付②臼杵藩郡尹記録ヨリ
抜粋③水戸藩某先生二女ﾆ贈ﾙ所也（扇面）。表装は
明治20年。

画筍 文化9年春 紫岡宋琳 掛軸

1

表装は明治20年。箱あり（文化9年4月製作）。文化9年
時の表装・箱製作は田辺氏による（箱書き）。

（水戸斉修公より御下付他2書）

書画15点を貼り込む。

状1点、短冊3点

竹画来由 文化9年3
月15日

藤井文崇 掛軸

1

「竹画来由」は蓋裏目録5番の添書きに該当。

巻子

巻子

1

1

1

折本

孝女恩賜國詞

二孝女書類 明治20年7
月

贈孝女二子言

贈孝女二子言 短冊、書画、扇面、書状等99点を貼り込む。

木箱

1

蓋裏に「書類目録」あり。

（川登二孝女碑建設関係書類） 明治18～
23年

一括

179

赤嶺岩蔵宛書簡類、寄付者名簿などを含む。

臼杵市教育委員会　文化・文化財課
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-
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川野美智代家資料目録（常陸太田市作成分に臼杵市が一部加筆修正） （　　　/　　　）

通番

「二孝女書
類」箱蓋裏
目録

表　　　題 年代 作　成（差出） 宛　所 形態
法量

（ﾀﾃ・ﾖｺ・
高さ）

数量 備考

11.0

12.0

0.8

45.1

68.1

19.2

13.1

0.1

18.2

25.8

0.1

24.1

18.4

5.8

40.6

12.0

13.0

13

14

15

16

17

18

12 1

主唱者12名、稲
葉久通

拓本

1

（石碑費用領収書用版木） （明治23
年）

版木

豊後二孝女 昭和15年8
月25日

川登村孝徳会 刊本

1

（二孝女碑台石拓本）

31

碑文（川登小敷地内所在）の複製につゆ・とき姉妹の
肖像画を合わせたもの。上中下の3分割一式（上；54.9
×39.5㎝、中；52.9×39.5㎝、43.0×39.5㎝）

二孝女孝徳の歌 1975年7月 川登青年団 印刷物

1

北御てんより／お
つき女中

両人（つゆ・とき） 木箱

1

ガリ版

孝女都由登岐之碑（碑文複写） 近代 平安菊池純 印刷物
（まくり）
一括

紙（中敷き）、金属製品（刃物の一部？）、櫛とその
ケース在中。臼杵藩江戸上屋敷の奥女中より送られた
物か。

贈別豊泊孝女諸篇並示教西法語一
則

文化9年2
月

沈石寺僧西天
沈流亭医玄碩

木箱

1

紙（中敷き？3枚、教西・孝女の墓碑に関する状1通）、布製
容器（用途不明）2点在中。常陸国久慈郡河合村の沈石寺
僧西天、同国東蓮寺村の医師猿田玄碩から送られたもの
（巻子か）を入れていた木箱か。

（北御殿女中贈答品木箱） 近世

臼杵市教育委員会　文化・文化財課
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